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長野県中野市における果樹園芸の地域的特色  

市川靡夫・市村卓司・村田 裕・仁平尊明   
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なl†川J●柑の1つである中野市に往【†する．中野直  

の中でも、ド岡地Ⅰズニは【1峰栽培の柁心地城であり．  

い川∫において最も”Ⅰ‡l■くブドケ載培が港人さゴLた地  

域である．平1対地lズニはブドウ栽培に過Lた自然条  

件にあり，ビニールハウスによる施設栽培により  

ほぼ年間を通し山繭が吋能な虔地である．巨峰産  

地を耽り卜げた研究として，袖山ほか（2003）は，  

長野県東部町におけるH山筆栽培の発展と栽培形  

態，川荷形磯の特徴を指摘した．東部町では巨1峰  

の化ふるい1打直法が開発されると．巨峰がリンゴ  

に代わる主力■品種となった．さらに，け峰は収稽  

時期を分散させるため，露地栽培，無加温栽培，  

加混牒宮津）∴形態で栽培さ行，＝荷ほ農協への系  

統出鞘より多くの収入が得られる直：接姐売を多く  

の農家が碓川していることを明らかにLた．松  

井（1974）は岡山県の混墨ブドウ園芸農家が．経  

済の高度成長下において複合経常地域の変容に地  

域差があるのは，高度経済成長政策を受け止める  

禎合綽常の差異であり．国の農業施策に対応する  

タイミングの適不適にかかわる人為的なものであ  

ると指摘している．またブドウの加二【二業に関Lて  

は，佐々木（1984）は山形県のブドウ栽培とワイ  

ン業に着l＝ノ，独自ブランドでの販売の難しさや  

ワインとブドウの文化が根付いてない地理的背景  

を，水田との複合軽骨が可能であることがブドウ  

耗培，ワイン菜に徹しきれない理由であるとLた．   

これらの研究が明らかにしたように．1970年代  

は高度経済成長期を経て国民の生柄水準が向＿ー二  

Ⅰ はじめに  

Ⅰ－1 研究目的  

長野県は全回有数の果樹庶地である．とくにk  

野盆地は，盆地特有の気候と水はけのよい卜壌か  

ら長野蚊の栄樹牡鹿の中心地城となっており，地  

理的研究が多く蓄積されている，市川（1957）は  

1887隼以降各地で．試作されていたリンゴの抜術的  

条件，盆地のn然的・地理的条件や農家の経常条  

件が複雑に絡み合って，わが国箪∴のリンゴ地帯  

を形成したと指摘Lた．青木（1977）は長野盆地  

における栄樹殿某の屁開を．リンゴ単血発展期  

（1949、1959年）．多角化胎動期（1960－1967年），  

多杓化進屁期（196壬卜1977年）の3期に分けた．  

さらに，その生産地域は，栄樹生涯工業地域（A），  

果樹生産準主菜地域（B），果樹副業地域（C）  

の3つに区分され．市経り也を柁にLて，C－B－  

A－B－Cという順番に掛構造になることが明ら  

かになった．また，これら3地域の果樹品種の結  

合形態によって．リンゴ単一型，リンゴ十モモ子軋  

リンゴ＋ブドウ＋モモ型に分類されるとした．内  

山（1996′）は，果樹生産地域における傍受組合・  

湛水組合・出荷組合・農協などの械能単位の空間  

的な広がりを明らかにした．このように長野県で  

は．自然的条件，社会的条件に応じて栄樹産地が  

形成され．栽培面積が拡大していった．   

本研究では長野県において鍛も凝樹生産が蕗ん  
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し，嗜好品や多種多様な食物が好まれたことや，  

農業樺の純化の進展によって各地に果樹園芸産地  

が形成されていった，しかし，その後30年以上経  

過した現在では産地間競争の激化，農業従事者の  

高齢化，資材の高騰など，栄樹産地をとりまく環  

境はより変化している（浅井ほか，2007）．本研  

究は，ブドウ栽培が盛んな中野市平岡地区を対象  

として，今日の果樹園芸産地が維持される地域的  

条件を，土地利用，農家の経常形態，農業労働力  

に注目して明らかにすることを目的とする．  

Ⅰ－2 研究対象地域の概観   

中野市は長野県の北東部に位置し，市街地と耕  

地の多くは夜間瀬川の扇状地に立地する（第1  

図）．巾の南北に連なる長丘丘陵の洪積台地には  

畑地が．その西側を北流する千曲川の氾濫原には  

水田が分布する．また，北部にそびえる■各社山の  

西麓や南寵にも畑地がみられる．南部は扇状地の  

扇端郎から盆地床に至る低地にも水田が広がって  

おり，市全域で農業が盛んである．中野‾I市は1954  

年の合併によって誕生し，さらに，2005年4月に  

千・曲川をはさんで隣接する農相村と合併し，現在  

の市城となった1’．2005年の人口は46．788，恍常  

数は14，591，農業就業人L！率は36．8％と高く農薬  

が‾l】けの重要な産業である（20（）5f卜2り時点）．   

中野市における果樹栽培は．一平岡・科野地はを  

中心とした夜間瀬川扇状地の扇央郎が「トL、であ  

る．そこでは，ブドウを基幹作物とし，それを補  

完する作物としてリンゴ．モモなどが栽培されて  

いる．農林業センサスによると小野帝の栽培農家  

数はリンゴが1．056）了，ブドウが795）fと差がある  

が，栽培面積はリンゴが308ha，ブドウが299ha  

とほとんど差がない．これはブドウ栽培に適した  

平岡・科野地区の約60％農家が主菜農家であるの  

に対し．それ以外の地1▲ズでは準兼業農家，副業的  

農家の割合が高いためでる（第2図）．モモの栽  

培面積が少ないにもかかわらず．栽培農家が642  

ブイと多いのは，後述するように モモ栽増の特性  

卜農家十一いあたりの哉培面積が10a前後と限られ  

るためである．   

中野市では地域の自然条件から，中野「汀の耕地  

のうちでも巨峰生産に過する場所と過さない場所  

がある．すなわち，市西部の寸牒＝ll沿いや．長丘  

丘陵上や，夜間瀬川扇状地前端部から盆地床にか  

けての低地では，冬季に低温となって樹木などに  

霧氷が付くことがある．この地域の薄氷はリンゴ  

の本には大きな影響を及ぼさないが，H峰の本に  

付着すると枯れるという被害がrl－iるため．低地で  

の巨峰栽培は困難となっている．さらに前端から  

虎地床の低地地域では地下水位が高く，リンゴや  

H峰などの木の生長に悪彩管を及ぼす．このため，  

鳥杜山南簡や夜間瀬川扇状地の扇頂部・扇央部に  

写真1 平岡地区のビニールハウス群  

（2008年6J【J6El椒影）  第1同 研究対象地域  
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節21到 小野＝目地【ズニ別果樹粗増面積（2（）（）5年）  

（農林業センサスより作成〕   

耕地の多い朴野∴平岡巨Ⅰい野ではブドウの割合が  

高く，長正丘陵上ヤ千FH‖11沿いに耕地を持つ底  

止・縞丘地区ではリンゴの割合が高くなっている  

（節31舶．栄樹以外のL－日野市の二i二な生産作物には，  

冬季の副業として栽培され始めたエノキダケと水  

川転換作物として栽培されはじめたアスパラガス  

がある．こjLらの作物は，＝野・延蘭など南部の  

低地部で栽培されている．  

節3図 中野用地l胡り主副某農家数（2005年）  

（農林常センサスより作成）   

への転換が進んだ．また．市内の主我培地である  

娃徳・、ド野・t1野地Ⅰ亘は∴干・曲＝ll沿いの洪植わ地  

であり，桑園に比べ水害の影響が少ないことも転  

作の－－・困と考えられている．Lかし，第2次世界  

大戦にはいると，作付統制によりリンゴの木の強  

制仕組 生産資材や労力の不足などによりリンゴ  

栽培は衰退した．   

第2次世界大挙乾後．作付統制の解除や．食糧不  

妃によるリンゴ需薯の増加に伴い栽培面積が拡大  

Lた．他の作物に比べてリンゴの収益性が高か  

く，その栽培面積と収穫量が増加し，栽培技術の  

更新もはかられた．中野市では「国光」と「紅  

に」がL卜じりこ／ヒ鹿されていたが．1960年噴から品  

稗更新が進み在来種から「ふじ」や「つがる」な  

どへ切り換えが進んだ．この更新は新植による吏  

新もあったが，大部分は枝に新品種をつぐ高接受  

新だった．  

197（）年代になると磨植と低木仕立てのわい化栽  

培による新旭が広まる．わい化栽培は．喬木仕立  

Ⅰ 中野市における農業の変遷  

Ⅰ－1リンゴ   

小野市におけるリンゴ栽培の歴史は】古く．1904  

用服台37卜牛に延徳地［くで始まったといわれる（Lい  

野巾誌編纂委員会，1981）．1929 川首和4）牢の  

晰和恐慌は，長野県をはじめとする園内の養厳に  

打撃を与えたが．リンゴへの影響は比較的少な  

かった．そのため．リンゴは養蚕に代わる商■晶作  

物として注月され，長野盆地では桑園からリンゴ  
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a．リンゴ  

hil  

てに比べ10aあたりの樹致を多く必要とし，枇が  

浅いため支柱を必要とするなどの資本投下を必要  

とする．さらに，樹高が低く高齢者や女性にも栽  

培管理がしやすいこと，収稽期が1週間ほど早く  

なること，成木化も3年ほど短縮できるという利  

点から急速に普及していった 仲野－1fr誌編饗委層  

会，1981）．   

中野市のリンゴ面積は1962年と1963年の何年に  

1，442haと痺高に達したが．1963年の果実輸入の  

自由化によってリンゴ栽培農家の情勢は大きく変  

化した．とくにバナナの自由化やミカン栽培の拡  

大．リンゴ自身の栽培面積と生産扱術の伸びに  

よって．産地間髄争が激化した．リンゴの市場価  

格の低迷に対処すべく，中野市農協は1964年に小  

野市の旧町村9地一夏をそれぞれ管轄していた農協  

の合併により成立した．この合併を契機にリンゴ  

の生産・販売に力を入れるようになり，1967年に  

は中野市りんご部会を発足させた，  

1968年頃から中野市でリンゴの腐乱柄2ノが発生  

し始め．これに感染した木の伐採が相次いだ．第  

4図を見ると，中野市のリンゴ陸Iの面積が1970年  

から1975年にかけて大幅に減少していることがわ  

かる．これを機に日野・延徳・平野などの地区では，  

エノキダケの生産に転換した．この時期平岡では  

モモやブドウの栽培が一般化し，安定的に完着す  

るとともに，さらに栽培面稽を増加させる．この  

結果，この地域では．果樹の複合経営が農業経営  

の主力として先着した．この拡大は1971年以降の  

米の生産調整によって果樹複合軽骨が一般化し  

た．1980年以降は基幹品種の交替に成功し，リン  

ゴ価格のL昇の期待もあり作付面積は増加した．  

1椰l寺に．栽培しやすいわい化栽培も普及し，リン  

ゴ栽培に対する農家の評価が品種更新前と比べ高  

くなった．   

rl  
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節4図 中野市における栄樹の栽培面積・農家数  

（農林業センサスより作成J  

安定をはかるため，1948年にリンゴの補完作物と  

してモモが導入された．栽培開始当初ほ「大久保」  

や「白桃」などの8月から9月上旬にかけて収穫  

される中■晩成種が多かった．1970年代になると  

主産地である岡山，山梨との競合を避けることと  

リンゴ生産との労力配分を考癒して7月下旬から  

8月上旬に出荷できる愛知白桃，白鳳に更新され  

た．さらに，7月下旬から9日中旬という収穫期  

間の長いネクタリンも多く栽培されるようになっ  

Ⅱ－2 モモ   

中野市のリンゴ栽培は，開花期（5月初旬）の  

遅霜，9月から10月にかけての台風，収稽期（11  

月‾F■旬）の降雪など，しばしば自然災害にみまわ  

れた．このような栽培上の不安を解消し．経営の  
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た．規軋 中野市のモモの品種は川中島l∫用旨が－M盲二  

体であり，中野巾のモモの約50％を【lrめている．   

モモ栽培は．リンゴ栽培の柁術が才一い‡1できるこ  

とから．リンゴ栽培農家にとっては簡易に導入す  

ることができた．また，モモは成長が早く3・4  

年で成木となり．実をつけること，樹高が低く作  

業がLやすいこと，8月申に収穫が終わり，台風  

の被害が少ないことから．急速に普及した．しか  

し，モモの栽培は収穫期が短いため短期間で収稽  

作業をこなさなければならないこと，すぐ過熱す  

るため貯蔵がしにくいことから－一一戸あたrJの栽培  

面積は約10zl前後，最人で30aが限界であった（什  

阻区貯l：り行委畠会，2（〕（）2）．モモは1975年を墳に  

栽培面碩が減少しはじめ，198（）年代に人ると急激  

に減少した．その原図は80年1リ、降相次いだ収穫直  

前の子∫放は主計‡：iである．また，果樹の複合経常を  

志向していた農家が．リンゴ・モモに加え，ブド  

ウ栽培に経営の「トL、を移行した．  

Ⅰ－3 ブドウ   

rl－一野巾におけるブドケ栽培は，夜間瀬川扇状地  

の扇央部に位置する平岡地l束で最も盛んである．  

ここで中野rけにおけるブドウ栽培の歴史をみてみ  

よう．箪2次枇押大戦前，桑閥の転換作物として  

411aのブドウが栽培された．当時の品種は，「l‾1  

の丸」．「ナイヤガラ」，「キャンベル」．「デラウエア」  

等で，中野町や激Ⅲ中町などの地方市域向けの川  

荷のみであった（q【－野市誌編寮委員会，1981）．  

戦後は巨峰の栽培が中心となり急速に栽培面積が  

拡大した．  

1953年に平岡地区■荒川の萩原勝巳は．同地区の  

自然条件が巨川奈栽培に好適であると考え試作を開  

始した．半周地区の降水量が年平均1，000mm前後  

で．全l司的にも執雨地域であること，扇状地の扇  

史郎に位置しているため．地下水位が低く，土壌  

が高燥であることが主な条件としてあげられる．  

1960年代までは，中野市においても全国のブド  

ウ栽培と同様にデラウエアが主力品種であった．  

しかし，生産技術の向上や施設化・高級化を実現  

した山梨県産のデラウエアの市場支配に敗退し，  

山梨県蔽の大嵐出荷に押され，栽培面積が減少に  

転じた年もあった．この度地問競争に対応するた  

め，試作品種であった巨峰を1966年に補助品種．  

1968年に期間品種に格上げして産地化を試みた  

（水嶋1991），   

巨川祭が開花する梅雨季に．例年以上の降雨があ  

ると柁振るいこう′という巨峰特有の生理障害が発生  

し，結実しないことがある．しかし，1964年に長  

野県農業試験場桔梗ケ原分場で，巨峰花振るい防  

Jl二法が開発されてから，栽培が容易となった（長  

野県，1979）．花振るい防＿Lヒ柁術による生産量の  

安完や ，1960年代中ごろから1970年代初頭にかけ  

ての高度経済成長により．国民の生活水準が向上  

し嗜好品カゞ好まれるようになり，197（沖代以降巨  

峰の隼踵鼠は急激に増加した．  

1965隼ごろから巨二峰の樹をどこ－ルで被稽した  

ハウス栽培がはじまった．ハウス栽培は花振るい  

のl打直以外に，天候に左右されることなく作業が  

できるという利点がある．さらにハウス内は温度  

が上昇するので，露地ブドウより早期に川荷でき  

るため．高値で取引された．またこの時期、リン  

ゴの価格が低迷していたこともあり，平岡地区の  

恩家の多くがハウス栽培を取り入れた．  

1971年からはじまった米の生産調整もI弧阻栽培  

の拡大に大きく影響した．－、ド岡地lヌニの水Hは，扇  

状地上にある排水のよい乾mが多かったので，水  

‡11をl‖筆畑に転作する農家が増加Lた．  

1972年噴から収益増加と投札1、◆労働力の分散を【j  

的として，ビニールハウス内で重油をたく加温栽  

培が普及していった．これによって巨峰は4月末  

から出荷することが可能となり，現在では4・5  

f＝ニ出荷する超加温栽培，6～8月に出荷する加  

温・無加温栽培，9、／11月に出荷する露地栽培，  

12月に出荷するウインター栽培と9か月間ブドウ  

を市場へ供給できる産地となった．1990年代のバ  

ブル経済崩壊後は，ハウス栽培によって早期出荷  

されることによって．高付加価値を得ていたが，  

不景気によって価格が下落すると園芸農業の存続  

は航しい状況となった．さらに近年では原油高や  

肥料などの資材の価格の高騰により，ブドウの加  
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温栽培をとりまく社会・経済的環境はますます厳  

しくなっている．  

2008年の土地利用調査は6月3［－1から7日にかけ  

て実施した．  

Ⅱ－11970～1976年   

まず，青木（1977）による2つの土地利用調査  

図（第5図）を検討する．1970年の土地利用図では，  

水稲の面積が広いことに特徴がある．水稲は主に  

集落より少し離れた場所にまとまって存在し，特  

に信濃竹原駅より南側や，上手から北東の地域，  

あるいは北西の地域にみうけられる．1970年とい  

うと，政府による減反政策が開始される前であり，  

まだその影響が地域に波及していない．   

もともと中野市においては，1960年代頃まで稲  

作が果樹と並んで農業生産の中心であった．例え  

ば1960年産の米は5，830トンであり，農業総生産  

Ⅱ 平岡地区における土地利用の変遷  

夜間瀬川の扇状地に位置する中野市平岡地区  

は，主菜農家率が中野市の中でも高く，古くから  

農業が盛んな地域である．また，平岡地区は中野  

市における果樹園芸の核心地であり，モモや巨峰  

の栽培をいち早く導入するなどの農業に対する意  

識も高い地域でもある．そこで，この平岡地区に  

おける農業的土地利用の変遷を，過去の研究にお  

ける土地利用調査図と照らし合わせてその変化を  

考察する．さらに1970年から現在へと至る過程を，  

現在の農家の農業軽骨を考慮しながら説明する．  

■lぷどう  

因も も  

因りんご  

Eヨ水 照  

［コ 畑  

珊ぶどうハウス  

隕ぶどう加温ハウス  

第5回 申野市竹原地区における土地利用国（1970年，1976年）  

（青木，1977より抜粋，一部修正）  
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して197（）隼との人きな違いはハウスによるブドウ  

栽培が州税したことである．ハウスブドウの施設  

は－主ミに中心集落の周辺に位置しており，多くはビ  

ニール被服による雨除けのハウス栽培である．農  

業センサスによると平岡地勘二おけるハウス栽培  

導入農家数は1970年で2戸（面積13a）であり．  

1975年にかけて31戸（355a）まで増加している．  

またハウスによるブドウ栽培でも，暖房設備を傭  

えた加温ハウスが県道松崎線を挟んで北に3か  

所．南に2か所つくられた．第2車でも述べたよ  

うに，1972年頃から収益増加と投下労働力の分散  

を目的として加温蔵培が徐々に広がり始め，1976  

年の土地利用憧Iでもそれらが次節に瞥放していっ  

たことが確認できる，   

最後に，卜地利用図における畑に着11する．  

1970年I甘点では佃．キの周辺などをlトL、に全体に散  

在していた畑だが，1976年になるとその多くがリ  

ンゴ畑へと転換されている．しかし，地図の中心  

から南西の場所では1976年にかけて畑が水附へと  

転換されている圃場が一部存在する．さらに詳し  

くみると，1970年に水田であった場所が畑地化L  

ている土地や，リンゴ畑の畑地化もみられ，リン  

ゴがこの時期価格低下のあおりを受けていたこと  

が推察される．  

Ⅱ－21977～1992年   

次に．1976年の土地利月拍は1992年の・平岡地l束  

におけるブドウのハウス分布（第6図）を比較し  

てみると，1976年にはq」心集落の周辺に点在して  

いただけのビニールハウスが，1992年にかけて平  

岡地区全体に普及Lたことが特徴的である，ここ  

で，第7図の平岡地区におけるハウス栽培の農家  

戸数とそのハウス面積の推移のグラフに注目す  

る．1960～2000年にかけて全体の農家戸数は減少  

しているものの，ハウス栽培農家数は着実に増加  

している．1970年に2戸であったハウス栽培農家  

は1980年には74戸になり，1990年にはさらに倍増  

して152戸となF）．その後は横ばいで推移してい  

ることが分かる，山方ハウス面積もハウス栽培農  

家戸数と同様に1970年代から徐々に増加し，特に  

袖に－L了める割合は27％と果樹の31％に次ぐ測介で  

あった．1966年には．リンゴの低迷もあり生産額  

構成比で稲作が30％となり栄樹と並ぶに至ってい  

る．耕地面積別にみてみると，まず平岡地区周辺  

における1970年の水田率は16．5％であったのが，  

1980年には3．5（‰にまで減少した（竹原区史刊行  

委員会，2002）．次に果樹に注目すると，主にリ  

ンゴが栽培されており，食も多い面積を占めてい  

る事がわかる．聞き取り調査によると．平岡地区  

には戦前～戦中にかけて桑園が全体的に散在して  

いたが．1970年頃にはその多くが既にリンゴへと  

転換されていた．リンゴについで多くみられるの  

がブドウで，平岡地区に巨峰栽培が定着したのが  

1960年前後（中野市史編纂委眉会，1981）である  

ことを考えると，高度経済成眉期に次第にその耐  

桟を増やLていく過渡期であることが伺える．ブ  

ドウの栽培はばとんどが露地であり，加温による  

ハウス栽培はまだみられない．農業センサスによ  

ると，ハウス栽培を行っている農家は1970iFでは  

1戸だけである．その他の栄樹としては．モモが  

わずかであるが散見される．   

次に1976年の土地利用図を検討する．大きく変  

化をしたのが水田の減少である．1970年の地図と  

比較すると，水mのほとんどは栄樹に転換され，  

とりわけブドウに変わっている．また．中心鶴落  

慄㌔追松崎線沿いの寺院付近）では．特に北西の  

地域において水田がモモにも転換されていること  

がわかる．前述のようなバナナやミカンとの競合  

による価格低迷が，平岡地区におけるモモ栽培を  

促進したことが土地利用の変化からも知ることが  

できる．水田の中にはリンゴに転換された土地も  

いくつかみうけられ．依然としてリンゴの栽培が  

地［亘における重要な農産物であるといえる．中野  

市史編纂委員会（1981）によると，このような減  

反政策により水田からリンゴ畑へと転換した場所  

では，導入された木のほとんどが低木仕＿も王てのわ  

い化栽培の木であった．   

次に・果樹全体に着目すると，とりわけ露地ブド  

ウの面積が拡大しており，特に中心僅落より東に  

位置する比較的標高の高い地域で顕著である．そ  
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存の露地ブドウの畑がハウスに転換されているの  

が確認できる 一方，露地ブドウやハウス栽培が  

比較的少なかった県道松崎線より南側の地域で  

は，北側の地域と同程度の面積までハウスが増加  

している．中でも中心集落から南西に位置する地  

域においてハウス施設の増加が著しくなってい  

る．これは，ブドウの雨除けハウス栽培や暖房に  

よる加温ハウス栽培の導入が早かった県道松崎線  

より北側の地域から，26年を経て南側の地域へと  

ブドウのハウス栽培が伝播していった事を示して  

いる．さらに詳しくみると，1976～1992年にかけ  

てハウスブドウに転換された土地の多くはリンゴ  

畑である．前章第4図の中野市におけるリンゴの  

栽培面積や農家数をみると，その数は1980年代噴  

からに大幅に減少し始めており，それに伴うよう  

にブドウの栽培面積・農家数が人きく増加してお  

り，多くの農家がリンゴ畑をブドウ畑へと栽増を  

転換したことがわかる．これは，1980年に中野市  

を襲った大きな台風の被害によりモモやリンゴを  

巨峰のハウス栽培に切り替える農家が増加したこ  

とや（竹原区史刊行委員会，2002）．1982年には  

平岡地区の竹原にブドウ集出荷センターが完成  

し，中野市全体で一元集出荷体制が確立したため  

である．  

Ⅱ－31993～2008年   

最後に2008年における平岡地区の土地利用（箪  

8図）の特徴を凡例ごとに確認する．まず，ブド  

ウの加温ハウス栽培（写真2）をみると．主に中  

心集落近辺と，県道松崎線を挟んだ南側の住屠周  

辺に多く分布している．中でも1976～1992年に大  

きくハウスが増加した中心集落より南西に位置す  

る地域に最も多く加湿ハウスが存在している．こ  

れは．加温ブドウが温度管理やその調整において  

住居に隣接する方が作業効率が良いことが関係し  

ている．   

また1976年に加温ハウスが分布していた場所を  

みると，2008年現在にそのまま稼動しているハウ  

スは少なく，サクランボや露地ぶどう．不耕作地  

に変化している場所が多い．ビニー ルハウスは毎  

第6国 中野市平岡地区におけるブドウのハウス  

栽培の分布（1992年）  

（竹原［哀市より抜粋，一部修正）   
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第7図 平岡地区における農家戸数とハウス面積  

の推移  

（農林業センサスより作成）  

1980年代に大きく増加している．平岡地区におけ  

るハウスはそのほとんどがブドウ栽培によるもの  

であり，農業センサスによると1980年のハウス栽  

培に占めるブドウの割合ほ18haの内17haと9剖  

以上である．このように平岡地区では，1970年代  

後半から1990年頃にかけてが最もハウスブドウの  

栽培が増加した時期であるといえる．   

ハウスの分布に着目すると，県道松崎線より北  

側の地域や中心集落より南西の地区の一部で．既   
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（現地調査により作成）   第8図 平岡地区における土地利用（2008年）  
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暴落周辺や［トL、暴落より東側の夜間瀬川近辺の地  

域に集中的に分布していることがわかる．これ  

は．中心集落近辺ではハウス栽培の導入が早く，  

その後そのまま雨除けハウスとして残っているこ  

とや，東側の地域では住居があまり存在していな  

いことが関係している．また，これに関連してビ  

ニールハウスの骨組みだけになってしまったブド  

ウ（骨組みブドウ）も同様の分布をする．骨組み  

ブドウは，かつてビニールによる加温や被服を  

行っていたが硯在では骨組みだけとなり露地ブド  

ウ化しているものである（写兵3），これらも中  

心暴落の周辺やその東側に分布しており．雨1i糾ナ  

ブドウと同様にハウスの導人が【l「く‖州jの砕過と  

ともに老朽化したことや，住居に遠いため千人れ  

が行き届かなかりたことなどが考えられる．   

露地ブドウは2し）（）8年で最も広い而楷を－1√めてい  

る．その分布は1976年の卜地利川図と頸似してい  

ることが「両者の比較より分かる．よって1970年代  

より露地ブドウであった場所は現在でもそのまま  

残っている場所が多く，リンゴ畑などから1970年  

代後半以降に転換された場所に加I温ハウスが多い  

ことが確認できる ．一方」温存しているリンゴは，  

もともと北側よF）南側に多く分布していた（節5  

図）．硯在でも，南側の地域に多くリンゴが散撫  

しており，特に信濃竹原駅付近のかつて水川だっ  

た場所に多い．これはこの近辺が北側よりも低地  

であり．上壌の水はけが束要なブドウよりもリン  

写真2 加温ブドウのビニールハウス  

（2008年6J13【l機影）  

隼張替えを必要とするうえ，曖肩器・具の進化やメ  

ンテナンスなどの問題を考えると30年以上の歳JJ  

をそのまま維持し続けるのは難Lい．   

なお今Iljlの七地利川調査では，加温ハウスのIF】  

でも税fl三加温を停．1Lしているハウスが硯地に多く  

存在したため，それらをブドウ（加温停止）とし  

て分地し土地利用調査図を作成Lた．加温悼」L中  

のブドウハウスは，ハウス栽培の導入が平岡地Lズ  

でも特に－【笹カ、った小心集落の周辺に多く分布して  

おり，とくに西側に多い．近年では重油の値段  

の上昇が著しく，JA中野への聞き取り調査によ  

ると屯油の値段は規在1ゼあたり108日である．  

2003年ころまで1gあたり38円程度であったため  

3倍近くの価格にL昇しており．経費を差し引い  

ても赤字になる農家が増えている．特に2005年か  

らの原油価格の高騰が非常に大きな影響を及ぼし  

ており，2007～2008年の間には約10％の農家が加  

温ハウス栽培を止めている．また，2008年は記録  

的な原油高騰を更新しており，来年の加温ハウス  

栽培農家の減少の見通しは，農協の職員にも見当  

のつかないといった状態である．よって2009年に  

は，現在加温のハウスとLて稼動しているものが  

加温停止の状態になる場所が多く増えることが予  

想される．   

次に，ブドウの雨除け栽培，つまりビニール被  

服による密閉加温（無加温栽培）や暖房による加  

温を行なわないハウスの分布をみると．主に中心  

写貴3 骨組みブドウ  

（2008年6J‾ゴ3【i堀欝壬）  
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Ⅳ 平岡地区における現在の果樹園芸  

Ⅳ－1 ブドウ   

中野市におけるブドウ栽培は，市町村別でも全  

国有数の規模を誇る．栄樹生産出荷統計によると，  

2006年の中野市におけるブドウの収穫量は5，850t  

で，市町村別で全国第4位であった．なかでも  

巨峰の収穫量は5580tであり，第1位の山梨苗の  

5，630tとほぼ同量であった．第9同の巨峰の栽培  

暦をみると，収穫期が4日から12月までと270日  

に及び，収稽できない期間はわずか3か月だけで  

あることがわかる．   

まず，【Ⅶ一年の申で姑も山荷が－fILい超｝期加温の  

栽培歴をみると，1川卜旬からビニール紋服を行  

い，12Hに加温り翌年の5廿裾如二は川荷となる．  

聞き取り調査によると．農家の中には独自にー：夫  

を疑らしながら4J〕の初旬にブドウを出荷する八  

もおり，2008年は4ノーJの9【1に最も早い揖荷があ  

り4，500日／／kgの傾がついた∴．以前．11峰の初出  

荷には1方円′／／／kgの佃がついていたこともあっ  

た．しかし，現在ではそのような祝儀としての価  

格がつくことはないという．なお，5Hの初旬に  

出荷が可能な超Ilし糊加温のブドウは，1975年から  

導人され，当時は8．（）0（叩卜kgの他がついた（中  

写真4 加温サクランボのビニールハウス内  

（20（）8年6J16＝据尉）  

ゴが適していたためである．また硯在の水＝は，  

信濃竹原駅の南側に存在しているのみである．   

また．1992年頃より巨峰やリンゴよりさらに収  

腺性の高いサクランボの生産が伸びており，ビ  

ニールに覆われたサクランボ（写其4）のハウス  

が地区全体に分散してみられる．そして最後にそ  

の他の栄樹であるが，これは主にリンゴの補完と  

して比較的古くから栽培されてきたモモが中心で  

あり，土地利用調査によると最近では同じモモ朴  

であるプラムやネクタリンも増加していることが  

わかった．  

2   3   4   5   6   7   8   9  10  
ll   ll   

超早期加温    「    l冊】          仙   ■‘】】山】】】▲】‘‘‘】      ‾  

早期加温  m     ¶m環＃口  

普通加温  
m     鰐閉幕洋洋洋洋南平零ロR   l       鮎1也出出出出1』  

無加温  

雨除け被服  

露地   

2期作4月十10月   叩☆        軸巧＝鞄   
2期作5月＋12月  厩轟  幽艶 ☆ 題   ∠預＝ゝ  曲   
抑制   

m ＝ビニール被覆  ：開花期間 鮨鱒鱒鱒招 ＝収獲期 ▲：加温開始 ☆＝勢定  

第9図 中野‾けfにおける巨摘草の栽培歴  

（聞き取り調査より作成）  
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超り期加温の収穫が終わる5け末頃から，早期  

加混による栽培の収穫が始まる．早期加温栽培で  

は1JJの小句境から加温始まり，収穫は6JJの末  

まで続く．6月の末からは普通加温の収穫が始ま  

り．8月の初旬まで収掩ができる．7～8‖に1I某  

櫻を迎えるハウスでは，出荷前綬の気温が非′糾ニ  

■軋混になるため温度管理．潅水等のこまめな手入  

れが必婁となる．   

次に8月中旬から無加温1つまりビニール被服  

のみの巨峰が収稚され9月初旬まで続く，そして，  

9日初旬からは雨除け耗培の巨i：峰の収稚が，9ノ］  

中旬頃から露地栽培の巨峰の収碓が本格l′机二輪ま  

り．1（川初旬にかけて収椎・州荊の最盛期を迎え  

る．この鯉加温とl雨除け栽増の追いはハウスのみ  

たl】から判別吋能であり．無加温が2重に被せら  

れたビニールが隙間なく全休を攫っているのに対  

し．雨l尉ナ栽培は全体がビニールで覆われている  

のだが風通L（7）隙間などが捌いており完全に密閉  

していない状態にあり，以前は加温をしていがそ  

の後瀬川糾ナの機能のみになったものなどもこれに  

あたる（′′ブ：真5）．無加温Jl1荷の拍盛期であるこ  

の時期には．一川｛‖に17J5十ケースほど叫‖筆が  

出荷され，い：峠の単価は9月上旬で2，7（〕0～2，8（）（〕  

rlトケース（1ケースは4kg），最盛期になり榊  

が増え最も価格のドがる時期では2，20〔ト2．3（）Olリ  

柑である．一方11日など荷が少なくなる時期に  

は，3，0（）（卜3，2し）0「リ／柏にまで上昇する．11Hに  

収稚できる巨峰は，9月中旬からビニール被服を  

し，加温せずに育成させ11月初句から収穫を行う  

抑制栽培や，1997年より導入された二期作による  

栽培によりたIl荷される．   

二期作では，6月中旬に1回殖産を加えた稜，  

9日中旬からどこ－ル被服1（けjより加l温をする  

ことで11月の中旬から12月にかけて収穫が叶能に  

なる．この5月と12馴二収穫を行う二期作は，地  

元ではウインター栽培と呼ばれている．一方，二  

期作にはもうひとつ作型があり，超早期加温の出  

荷が始まる前である4Jゴ初句に収穫が叶能なもの  

で．前隼の1（川にビニール被胱，および加温を行  

うことでそれを叶傭にしている．そして，5‖に  

¶←・度・机ヒをした後は無加混のまま栽培し．露地職  

培の作型となり最盛期に収掩がされる．   

こうした加温による巨峰栽培には多くの亜油が  

不明■欠であり．その使川巌には季節的な州遠があ  

る．12月上旬から加温をはじめる超早期加温の巨  

峰栽培には，平均して10aあたり2方5千世の重  

油が必要である．その後，2月から加温を行う普  

通加温では平均して10aあたり1ルピの亜油が消  

糾される．冬季に良い加温を行う超や期加温で  

は，どこ－ルハウスの様に設潰されている2千川  

の重油タンクに1（沌批以上給油をしなければならな  

い（‘Jj：寅6〕．   

こうした冬季に加温されるビニールハウスで  

写寅6 加温ブドウの重油タンク  

（2008年6月3【1蹴尉）  

写真5 雨除け栽培のハウス  

（2り0と主年6日4［l脱肛）  
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半から降下傾向にあったが，2005年からまた価格  

が上昇し始めている．ブドウ部会の主な卸売相手  

は，大田の東－（といち），名古屋の名呆（めいか），  

大阪の大栄（だいか）である．   

それぞれの市場では荷に好みの遠いがあり，た  

とえば巨峰の場合，蘭嘉では黒く熱したものが好  

まれる一方で，大阪から九州にかけては赤くて粒  

の大きいものが好まれる傾向がある．また，緑色  

をしたブドウの品種「ロザリオビアンコ」は，■東  

京で黄色く熱したものが好まれる一一方で，大阪で  

は青くて大きいものが好まれるといった遠いが存  

在する．また，市場以外ではスーパーや汀乱打  

青果店に販売するものがあり，割合はスーパーな  

どの大型店向けが90（‰で，青果店向けは10％であ  

る．市場以外の出荷に関しては，ほとんどが仲介  

業者を介して行われている．かつて百様店やデ  

パートなどで高額品として商値で売られていた巨  

峰であるが，近年では大手スーパーなどでの安売  

りの対象となることもしばしばあり．買い手が農  

産物価格をきめるこうした取引では，lけ場や消費  

者のニーズにあわせて巨峰も安値になってしまう  

傾向がある．  

Ⅳ－2 ブドウ以外の果樹  

1）リンゴ   

2007年の中野市におけるリンゴの出荷螢は18万  

ケース（1ケース10kg）で販売商は4億3千万  

Hであり，平岡地区の共同選果場では4万ケース  

が出荷され販売額は1億円であった．平岡の選果  

場からは，主に三重市場（三重県中央卸市場）や  

姫路市場（姫路市中央卸市場）に出荷されている．  

一九 農協への系統出荷は全体の3剖5分程度で  

ある．この理由として，リンゴは贈答品としての  

利用が多いことや，モモやブドウと比較して保存  

が効きやすいことにより，個人出荷が多くなるこ  

とがあげられる．また，聞き取り調査によるとリ  

ンゴは産地によって味が違い．とくにふじは食味  

が全く異なる．さらに，生産者によっても味が異  

なってくるため，農家や青果業者が特定の得意先  

と長期契約をする場合も多く，農協による共同選  

は，室内の温度は約20℃に設定される．室温が  

15℃まで低下すると，冬季になると2mもの積  

雪を観測する中野市では屋根の上の雪を溶解する  

ことができず，雪の重みでビニールハウスがつぶ  

れてしまう．しかし，近年中野市では温暖化の  

影響を受け，冬季最低気温が－10℃を下回る日が  

2006年には40日あったのだが，2007年になると18  

日まで減少した．なお，ビニールハウスの建設に  

は10aあたり500～600万円という費用がかかり，  

こうした費用が捻出できない農家にむけたJA中  

野によるビニールハウスのリース事業も行われて  

いる．   

温暖化の影響は．特にブドウの色づきに影響が  

出る射．しかし，中野市ではこうした気温の上昇  

によるブドウ栽培への大きな影響は現時点ではあ  

まりないが，これから温暖化がさらに進むと巨峰  

やその他のブドウの発育に影響が出る可能性があ  

る．   

中野市では1950年頃から平岡地区に農協ブドウ  

部会を設置し，大阪や東京への共同出荷を始め  

た．2008年の時点で，部会に加入している人数は  

550名である．そのうち平岡地区の人数が最も多  

く150人程度，中でも巨峰栽培の中心地である平  

岡地区竹原ではそのうち100人が加入をしている．  

聞き取り調査によると現在の主な出荷先は大阪，  

東京，名古屋であり，それぞれ35％，30％，20％  

という割合である．残りの15％は，地元やその他，  

九州や北海道など遠方の市場向けに出荷される．   

以前は大阪の市場が主力であったが，近年では  

輸送費のコストが上がっているため，東京などな  

るべく近い市場へ出荷を増やしている．遠方の市  

場の場合，仮に販売額を100円とすると，50円の  

運賃のほか，燃料費が20円，資材費が10円となり，  

収益が少なくなってしまう．現在，JA中野から  

出荷される卸売市場向けのブドウはほとんどが事  

前販売の形式をとっており，予想される出荷量か  

らあらかじめ金額が決められている．卸売市場で  

競りにかけられるのは，事前販売されなかった余  

剰分であり，その量は少なくほとんどが固定の金  

額で出荷される．ブドウの販売価格は1990年代後  
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長野l‡j■川中島で選抜育成されたもので，高い糖度  

と群よい酸味を持ち，貯蔵性にも優れている．ま  

た，黄金桃は他の品種に比べ，ビタミンの含有量  

が多く，健康志向型社会に合わせた高付加価値品  

位として定植された．あかつきの東大の特徴は錬  

袋栽培が叫能なことであり．近年増えている品種  

でもある，導入当初は小玉が多く市場での評価も  

あまり高くなかったが，近年では火］乙の系統選抜  

が増え評価が卜がっている．なお，現在平岡地区  

では．以前まで川中島白桃に次ぐ品種であった「長  

沢」が更新対象品樺となり植え替えが行われてい  

る．長沢は．に！鳳の枝変わりによる品種で，果肉  

が乳「‾1色で着色が少ないのが特徴である．  

3）サクランボ   

サクランボは1992年噴から増加し始め，中野市  

における鶴荷拗は平岡地区のみである．2007年の  

＝荷量は，加温サクランボが11万ケ肘ス（1ケー  

ス3（）（）g）で，錨地サクランボが1，し）00ケース（1ケー  

ス11噌）でほとんどが加温栽培によるものである．  

川荷先は，大‡坂へ全体の50軌 範京へ30（‰，名古  

屋へ2（一）％となっており，生産■品種はl‾佐藤錆」が  

中心である．佐藤鍾の粒は．7～8gが標準であ  

るが，近年では摘菅・摘果により13gといった大  

玉の収椎も増えている．粧睦錦は色塞がよぐ甘み  

に富むうえに，架皮が厚いため遠地輸送に過して  

いるため．平岡地l互でも中心的に栽培されている，   

また，サクランポは雨に弱く，割れやすい性質  

があるため．平岡地区ではハウス栽培が中心と  

なっている．サクランボの加温は，冬季の1月か  

ら行われ．出荷は3～5月に行われる．一方，加  

温を行わない雨除けサクランボ栽培や露地栽培の  

ものは6月に肘荷される．加温栽培の設備投資に  

は多くの費用がかかり，10aあたり800～900万円  

である．なお聞き取り調査によると，平岡地区で  

はサクランボの栽培とブドウの栽培において，双  

方の作業が被ってしまうため，どちらかに重点を  

置いた方が良いとされる．  

架宰が快くなる 

JA中野膏で出荷される品種の9剖は「サンふ  

じ」である．サンふじは「ふじ」を鯉袋栽培化し  

たもので，平均佃i格は2．500日（1ケース）である．  

無袋栽培のサンふじは，有袋栽培のふじに比べみ  

たⅠ】は劣るが，娯の量は多い．かつてリンゴは2  

重袋栽培が中心、であったが，現在は無袋栽培が中  

心となっている．  

JA小野市におけるリンゴの出荷時期は，11月  

上旬から12ノヨである．仙一部1f】初句まで出荷する  

ものもあるが，基本的には年内に出荷している．  

聞き取り調査によると，青森県では秋に収稽した  

リンゴを冷礪坤で保存し，年‡仰ナからお盆にかけ  

て＝荷Lている．これは．産地間純争を避けるた  

めの＿l二▲人で．年内Ⅲ荷坤心の長野県踵と，牛用封ナ  

＝荷叶亘、の＃森県踵が市場で錆合しないための1二  

大である．保存には蜜が少ないリンゴのほうが過  

しているため．青森県の多くの農家では現れでも  

有袋栽培のふじを栽培している．これは，蜜が多  

いサンふじは長別間保存に向かず，碑ぐされなど  

を起こしやすいからである．  

2）モモ   

ヤ岡地【メニの共軋選粟場における2007年のモモの  

出荷霜は11，万6†一ケース（1ケいス5kg）で販  

売碑は2億3千万l】1Jである．出荷先は，中京市場  

へ25％．東京市場へ約20（軋 九州へ20％，大阪へ  

2（〕（‰程度，残りは地元やその他である．平均価格  

は2，000門（1ケース）であり，価格は出荷時期  

によって変動し，最高値で3，000円，最安値で1，500  

円程度である．モモの農協への傾倒出荷率は6～  

7剖で，主な生産品種は「川中島白桃」，「白鳳」，「あ  

かつき」．「黄金桃」，「白根」などである．出荷時  

期は7月下旬～10月初旬で，叢盛期は8月20日～  

9月7日頃である．1品種あたをjの出荷期間は約  

2週間である．   

川中島白桃は平岡地区だけではなく，長野県全  

体の主幹品種であり．約300gという果実の大き  

さに加え，糖度が13、14度と比較的高く，酸味が  

少なく日持ちが良い特徴を持っている．黄金桃は，  
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Ⅴ－2 農業経営の事例  

1）ブドウ栽培中心型（農家番号1）  

Ⅰ氏（農家番号1）は50代後半で，同年代の妾  

と二人で農業を営んでいる．5月から6J］の摘花  

作業は近所の人に手伝ってもらっている．Ⅰ氏の  

息子は別宅にて農外就業に就いており，今授就農  

するかは未完である．ブドウの出荷は長年の付き  

合いがある地元の商人を通して行っている．  

現在の栽培面積は露地ブドウが130a∴加温ブド  

ウが40aの合計170aである，1980年代後半から  

1990年代初頭にかけてのバブル景気の時代は．現  

在よりも加温戴増の比率は高かった．しかし，景  

気低迷や消費者の哨好の多様化，燃料費の高騰．  

加温栽培で採算制れの状態が続くようになったた  

め露地栽培の比率を増加させていった．それでも  

8月のお盆の需要は現在でも高く，2月へ3月か  

ら加温をはじめて7月へ8月中旬に出荷する作型  

で加温栽培を継続している．路地ブドウの収穫時  

期は9月から11月にかけて行われる．  

Ⅰ氏は栽培しているブドウの品種は巨峰を主力  

Ⅴ 平岡地区における農業経営の事例  

Ⅴ－1 農業経営の洋型化   

今回の調査では合計21の農家に聞き取り調査を  

実施した．これらの農家はその経営面積に差はあ  

るものの，すべての農家がブドウ栽培をしている．  

本稿ではそれらの農家を果樹の種頬と経営面桟か  

ら，ブドウ中心型，果樹複合型，小規模ブドウ型  

の3つに分類した．   

その結果，第10図に示すように，ブドウ中心型  

は，露地ブドウ，及び加湿ブドウを含めたブドウ  

栽培（1ha以上）を中心に綽骨を行っている6  

）了の段家となった．果樹複合型は，ブドウ栽培を  

【j「l柁としながらその他にリンゴやモモ，プラムや  

ナシなど様々な濯樹を複合して栽培している9戸  

の農家である．そして小規模ブドウ型は，1ha  

以下のブドウ栽培を中心としながら経常を行って  

いる6戸の農家となった 

ブドウ  果樹の種類別経営耕地面稗（a）  

類型  巌家事  労   働力（年齢）          0 50100150 200 250  荷先（％ 50  属用労働力    20－30  30－39  48－49  50－60  80以上  露地ブドウ  加温ブド   

●▲  130  

鶴属地ブドウ 田＝加温ブドウ 匡ヨ：リンゴ 巨≡ヨ・モモ 囚‥その他果樹⊂］サクランポ 肛Ⅲト農協【≡≡：個人商店  

● 農薬専従（男） ▲ 農業専従（女） 0：非農業従事者（男）△：非農業従事者（女） n．d：データなし  

第1俳要l平岡地区におけるブドウ栽培農家の農業経営類型（2008年）  

（聞き取り調査により作成）  
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2）複合経営型（農家番号9・14）   

①K農家の事例（農家番号9）   

K農家の労働力は70故代の夫婦2人であり，こ  

れら基幹となる労働力の他に年配の女性を4人雇  

用している．この雇用労働力は，いずれも非農家  

世帯からの雇用である．K家では子供世帯も同居  

しているが，いずれも農外就労に従事しており．  

農作業は行っていない．   

栽培作物は，露地ブドウが50a（10aはワイン  

用ブドウ）．加温ブドウが40a，洋なしが20a，ネ  

クタリンが30a，プルーンが40a．プラムが10aで  

ある．それぞれの出荷時期は，ネクタリンが8月  

下旬，プルーンとプラムが9月上旬．露地ブドウ  

が9JJ下旬，加温ブドウが7J“川1句からの班荷で  

ある．K戊によると，ネクタリンは酸味と甘みが  

程よく裳味で長野県内ではそれなりの需繋がある  

が，都会ではあまり存在が認知されておらず出荷  

も低調である．よって今後は平岡地区でも栽培が  

縮小するのではないかという．   

K農家におけるブドウの品種はすべて巨峰で，  

ブドウのハウス栽培のうち約20aは加温を行わ  

ない雨除け栽培である．ブドウの加温栽培では，  

10aあたり27J世の重油が必黎である．以前は，  

ブドウの加温面梢が1haほどあったが，重油価  

格の卜昇と共に徐々に鮨′卜していった．硯在重油  

の価格は1ゼあたり108円となっている．当時．  

最もYr†Lく出荷するブドウの施設では，11月に入る  

と峻房をかけ始め．4月1日には出荷がはじまっ  

た．この栽培方法では，10aあたり3万ゼの重油  

が必要になる，現在では3月‾1r旬から暖房をかけ  

はじめ，7月中旬から出荷するようにした．重油  

だけではなく，農業資材も高騰Lている．例えば  

被預用にビニールは．以前は1年で張り替えてい  

たが．現在では2年で張り替えている．近年では，  

ブドウの販売価格が安くて，資材の更新もままな  

らないという．   

ブドウの露地栽培は1963年頓に開始した．ネク  

タリン，プラム，プルーンは1970～1990年代に，  

洋なしは1983年噴から導入した．なお，醸造悶の  

ブドウは5～6年前に．下で述べるワイナリーの  

とし，「シナノスマイル」．「ナガノバープル」，l▲翠  

峰」，い＼ニービーナス」，「ロザリオ・ビアンコ」．  

「シャインマスカット」など多品種に及ぶ（写真  

7）．国偉．削乍の農家もあるなかで，多品種なの  

はあらゆる市場の要望に応えるためであるとい  

う．ナガノバープルは2005年から市場へ旧荷され  

た須坂市の長野県栄樹試験場で育成されたブドウ  

である．種撫Lという消費者の需要に応え，皮ご  

と食べられる簡便性が特徴であり，市場でも好評  

であるという．このナガノバープルの他，2006年  

から市場出荷されているシャインマスカットも昨  

年から出荷を始めるなど，新品種の導入に積極的  

である．  

Ⅰ氏が就農した約40年前頃は，ジベレリン処理  

をしたデラウエアを栽培していたが，前述のよう  

に，消弱者が晴好一掃lである巨峰を好み，また花ふ  

るいの対策もとられて巨峰栽培が容易になったこ  

とから巨峰栽培をはじめていった．また，水田か  

らの転作や離農者からの借地を利用して栽培面積  

も拡大していった．バブルが崩壊する1990年代初  

頭までは，加温栽培の巨峰をJ－Il荷すれば売れると  

いう状況が続いていた．しかし，現在は燃料費の  

端騰から加温栽培を縮小し，多くの消費者の需要  

に応えられるよう多品種栽培を行っている．  

写真7 シャインマスカット  

（20口8年6月2しi撮影）  
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農業共済に加入している．これは．仁1然災害によ  

り収穫が5割になった場合，予想していた販売額  

の2剖が補償され，収穫が全滅したときに7剥が  

補償されるというものである．また．栽培の導入  

などに関連する補助金は，加ユニ朋（醸造用）ブド  

ウにおいて多く，モモやリンゴにおいては少額で  

ある．   

H氏によると，扇状地に位置する竹原では昭和  

の初めまで松林が広い面積を占めていて，1930年  

前後に開墾が進んだことで桑などの養蚕が盛んに  

なったという．また，平岡地区の農業は1961年に  

完成した竹原機場による影響が大きく．スプリン  

クラーによる潅漑が可能となったことで．モモや  

リンゴなど多量の水を必要とする栄樹の栽培が盛  

んになった．   

H農家における農業経常の収益はおよそ300万  

円である．H氏は，家には息子が同居しているが，  

現在の収入では農業を継げとはいえない．また，  

肥料や燃料の価格上昇により食品の値段が上がっ  

た場合，消費者は果物を買い控える傾向にあるた  

め果樹経営は厳しい．しかし．平岡地区は比較的  

後継者が多い地区であり，南の若宮などに比べる  

と農業経常は安定しているという．  

3）ブドウ単作型の事例（農家番号16）   

N氏（農家番号16）ほ60代で，同年代の賓と農  

業に従事している．息子夫婦は同居しているが，  

共に公務員である，平岡で3世代続く果樹農家で  

あるが，息子が今後定年帰農するかどうかは未定  

である．現在の栽培面積は，ブドウが65a，リン  

ゴが13aの約80aである．ブドウの圃場にはジャ  

ガイモを植えたので，実質は60aほどである．以  

前はリンゴとモモの複合経営であったが，1970年  

代中頃にブドウ主体の経営に転換した．ブドウは  

すべて露地で巨峰を栽培しており，出荷時期は9  

月20日～10月下旬である．リンゴの品種はフジで，  

出荷時期はブドウの出荷が終了した11月上旬であ  

る．作物の出荷先はブドウ，リンゴともに農協で  

ある．   

この農家では，かつて施設10aに暖房機1台と  

立ち上げにあわせて導入した．   

K農家では第2次世界大戦以前からリンゴを栽  

培していた．その後，モモを導入し，さらにブド  

ウに変わった．これらの果樹の詳しい導入年は，  

両親が農業をしていた時代なのでよく分からない  

が，ブドウの施設は平岡地区でもいち早く導入し  

ていた．K氏日く，第2次大戦後しばらくは平岡  

地区でも養蚕が盛んであり，桑畑が多くみられた  

時期であった．  

①H農家（農家番号14）の事例   

H農家（農家番号14）は，世帯主（70巌代）と  

その秦（60歳代）の2人が農業専従者である．息  

子（32歳）が同居しているが，農外就業に従事し  

ている．   

果樹の栽培面積は．露地ブドウが8a，モモが  

50a，リンゴが25a，ナシが20aである．果樹の出  

荷先は．ナシを除いて95％が農協出荷である．ナ  

シの出荷先はすべて生協で，2006年は1，000円／  

柏（5kg），2007年は2，000円／箱であった．2006  

年は豊作年であったため，価格が下がった年であ  

る．なお．ブドウは8aと小規模で，自家で消費  

するか親戚や知人に配るのみである．それぞれの  

果樹の収穫時期は，モモが7月下旬～8月下旬，  

ナシが9月下旬～10月上旬，ブドウが9月下旬～  

11月である．また．リンゴの収穫時期は，つがる  

が9月上旬で，ふじが11月上旬である．   

H氏は，1960年頃までリンゴとナシを中心に栽  

培していたが．1970年前後からモモの面積を増や  

し始め，現在では最も広い作付けとなっている．  

以前は露地ブドウも，今より広く栽培していたが，  

作業効率を考え徐々に縮小した．H氏によると，  

こうした栄樹の複合経常は，農作業の平準化を図  

るため平岡地区では古くから行われていた．1970  

年頃より．巨峰の栽培が広がり始めてから，ブド  

ウ中心の栄樹経常に転換する農家が増加Lたとい  

う．H氏は，バランスよく果樹を複合して栽培す  

るのが良いと考えており，今後はモモをリンゴに  

転換していく予定である．   

白然災害への対策として，H農家は農協の果樹  
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2，（）（）（川の重油タンクを設置しブドウの加温栽培  

を子ニトJていた．N氏が最初に導入した加温栽培の  

作型は，11月に加温を始め翌年の4月に出荷する  

ものである．この作型は最も寒さの厳しい冬場に  

加温し続けなければならないため燃料費が200万  

lリ以上も掛かかっていたが，バブル景気時には加  

温ブドウの需要が多かったため採算がとれてい  

た．しかし景気低迷とともに．需要は低下し拝算  

割れを起こすようになったので，2月に加温を始  

め7月のお盆に出荷する作型，さらには3馴二加  

温を始め8月のお盆に出荷する燃料代の掛からな  

い作型へと変更していった．衆も加温の時期が遅  

い3J」がけ（3日に加温をはじめる作型）でも．  

1（）aあたり約1ソJ世の重油が必要であり，100ガ  

Ilりユトの締盟カ‡掛かるという．その他，燃料費以  

外にも被掛IJビニール代や電気代にもそれぞれ約  

30力‘トリの雑魚カミ掛かるため，2（）03▼中頃にブドウの  

加混栽培をIl二めた．N氏は「お盆あとは値段が急  

に満ちる．仏の影響は大きいものだ．1＝れ≠荷の  

抑制（栽培）ヤクリスマスに出荷できるウインター  

巨峰（ウインター栽培）もやりたかったが，資材  

が高くなるのでので，やらなかった」という．   

N代は家族労働力以外に．扉川労働力として，  

青森県からの山橡ぎである青森労務者を一受け入れ  

ている．青森労務者の受け入れは1951年頃からは  

じまり，すでに50年以上も続いている．1970年代  

には平岡地l産金体で毎年20人ほどの青森労務者を  

受け人れていたが，現在は6八である．果樹の主  

体がブドウに変わっていくに従って，青森労瀬音  

の数は減少していったという．   

青森労務者受け入れ協議会が農作業の日割りを  

組んで，どの農家にいつ出向くかを決める．雨が  

降ればその＝は農作業が休みになるので，日割り  

は先にずれることになる．青森労務者は夏期から  

秋期にかけての農繁期に集落の公民館に滞在L．  

5時から19暗まで，時給800円で1日12時間農作  

業に従事する．青森労務者は漁師の家の60代以上  

の女性がほとんどであり．現在もN氏は昔からの  

緑で労務者を受け入れている．  

4）観光農園経営の事例（農家番号2）   

T氏（農家番ぢ・2）は60代で同年代の妻．20代  

の娘と観光農園を経営している．農業従事者はT  

氏と妾が中心に行い，娘が観光農園の事務や運営  

を糾さ11する．T代はトーー房の粒数が多く，皮や軽  

を㌔－1ほなければいけない巨：峰は観光農園にあまり  

向かない」と考え．2（JO3年にサクランボの観光農  

閲を開俸lした．かつて市場出荷中心の農業経営を  

探っていたが，硯在は観光農園を中心とした農業  

綬′削二移行した．そして，サクランボ農園の好況  

から，20（）7年には巨峰の観光農尉も併せて開始し  

た．観光農倒では．5＝の下旬から6月の下旬ま  

でさくらんぼ狩り．9月下旬から10けド句まで巨  

峰狩りをすることができる（節11図）．二呪在のブ  

ドウ農l対の品種は巨峰のみだが．2～3年後には  

シャインマスカット ピオーネなど種なしや皮ご  

と良せるブドウも導入する予定である．   

観光農園を含めT氏は1．5haの農地を所有し，  

巨峰（加温）  闘：サクランボ 匠召ニモモ  ⊂コリンゴ  

巨峰（需地）＋他品種  ☆ ☆ 観光農園  二喜  

ブドウ  

第11珂 丁観光農園（農家番号2う における果樹の出荷時期  

f聞き取り調査により作成J  
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われるため．この時期が醸造所の稼動のピーク期  

になる．   

このTワイナリーの位置する夜間瀬川の扇状地  

は，水はけがよいため果樹栽培に適している．ま  

た，夜温が下がり，気温の口較差が大きくなるこ  

とも，糖度が高くて着色も良い果樹を栽培でき  

る．さらに．高杜山の南麓に位置するため，降水  

量が局地的に少ない．このことは特に醸造川のブ  

ドウ栽培に適している．E氏が数年前に降水量を  

計測したところ，果樹の生育期にあたる4～10月  

の降水量が670～680mlllであり，年間の降水量は  

1，000mmを若干超える程度であった．なお，近  

年では気混が高くなっているため，山梨県などで  

はブドウの高温障害が川てきているが，中野市で  

は昼夜の気温差があるためブドウ栽培に関しては  

現在のところ問題はない．   

赤ワインと白ワインは異なる品棟のブドウ，興  

なる製造方法によってつくられる．このワイナ  

リーでは白ワイン朋の醸造用のブドウの品種が多  

いため，赤ワインと白ワインの生産比率は4：6  

と白ワインの比率が高くなっている．また．製造  

方法が異なるためワインを発酵させるための発酵  

槽の形状も単なる，赤ワイン用の発酵欄は深汁の  

搾汁や固形物の分維作業のため，下部告が最下部  

に付いている．一方で白ワイン糊の発酵槽は，そ  

の下郎窓が最下部から少し上に付いている．そし  

て，これら発酵槽の上部には「3，024g」や「3．032ゼ」  

などの厳密な容量と「H16．9．27」といった日付  

が記載されている（写真8）．これらが意味する  

ものは税務署が計量した容量と計量巨！である．ワ  

インには1ゼ当たり60円の税金がかかるため必ず  

記載しなければならない．   

販売軽路はワイナリーの工場に隣接する売店で  

販売される他．ダイレクトメール．インターネッ  

トによる個人客からの注文や，近隣のホテルや旅  

館にも卸している．この売店は．1二場の稼働日数  

は通年で約2か月ほどであるが，通年で営業して  

いる．また，売店ではワインのほかにシードル（リ  

ンゴ酒）やリンゴジュけス，ジャムなどを販売し  

ている．ワイン用のブドウは生産者（たIl資者）が  

4月から5月までサクランボ，7月から8月の上  

旬まで施設を利用した巨峰，8月の上旬から9月  

の上旬までモモとネクタリン．9月中旬から11月  

の上旬まで路地で栽培された巨峰，10日の上旬か  

ら11月の中旬までリンゴを農協へ出荷している．  

また，T氏も出資者の一人であり，後述するTワ  

イナリー（事例5）のワイン用ブドウも栽培して  

いる．   

サクランボは佐藤錦，杏夏錦．紅秀峰，高砂，  

月山錦の5品種を栽培している．主力品種は佐藤  

綿だが．T氏は佐藤綿と高砂を掛け合わせてでき  

た杏夏錆の栽培に力を入れている．杏夏錦は佐藤  

錦よりも収穫期が早いことから，中野市でも有望  

品種として期待されている．サクランボ狩りヤプ  

ドゥ狩りの他に，贈答用果実の直売や加二L二品のサ  

ワーチェリージャムを販売している．ジャムは．  

たかやしろファームで製造される．T氏は観光農  

園で自園の作物の美味しさを広く認知してもら  

い．直売や加工品分野（ジャム，ワイナリー）も  

伸ばしていきたいと考えている．   

この農家はエコファーマー認定も受けており，  

その積極的な取り組みを評価され，1997年には農  

林水産大臣賞を受賞した．T氏は6月上旬のサク  

ランポ狩りと同時期に開催される一本木公園のバ  

ラ祭りの際に，サクランボ狩りの貸付，ワインの  

販売などを行い，観光農園，ワイナリーの宣伝活  

動を積極的に行っている．  

5）ワイナリー経営の事例  

（農家番号11を中心として組織）   

ここではTワイナリーの経営を事例に紹介す  

る．Tワイナリーは，E氏が中心となり竹原地区  

の4戸の農家が出資した有限会社Tファームが経  

営するワイナリーである．この4戸の農家が栽培  

する醸造瀾のブドウ畑の面積は6haであり．ワ  

イナリけ全体のワイン生産の95％を賄っている．  

そのなかで16品種のブドウが栽培されているが，  

試作段階のものが6品種あるので実際に醸造して  

いるブドウの種類は現在10品種である，また，醸  

造は9月中旬から11月上旬にかけての収穫期に行  
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ロー」，「シヤルドネ」などの醸造専用のヨーロッ  

パ品種も導入され．日本各地で栽培に成功し，良  

質のワインが造られている．この開場でも，自宅  

に隣接する脚場で栽培されている醸造用ブドウの  

主な品種は．赤ワイン用に独特の香りを持つカベ  

ルネ・ソけヴイニヨンである．また，自宅から離  

れたワイナリーに隣接する圃場ではIて－！ワイン附の  

世相的に人気のある辛「二1のシヤルドネが栽培され  

ている．   

E氏は醸造川のブドウの他に，生食用のブドウ，  

リンゴ，モモ，ネクタリンを栽培している．これ  

らの果樹の収穫嶋瀾は7月下旬からモモとネクタ  

リン，9J」からがブドウ，11J」中旬がリンゴであ  

る．収穫された生食用の果樹の約8測が消費者へ  

直売される．特にリンゴは全て贈答川として直売  

される．その販売先は東京を仁トL、として全国各地  

であり，かつて購入してくれた人の1ココミで販売  

先が広がった．  

Ⅴ－3 経営事例からみた農業の生産   

平岡地勘こおける農業経ノ計は，ブドウ栽培を基  

幹とする果樹園芸が中心、である．現在のような米  

桝生産の形態にヰミった人きな契機は，1970隼前後  

の巨峰の導入である．それまで，平岡地lメニの栄樹  

怜1芸農家では．リンゴを「トL、としてモモ，デラウェ  

ア等の栽培を組み合わせる果樹複合経営が志向さ  

れていた（竹原は市刊行委員会，2002）．その後．  

1970年代に入り巨峰の栽培技術が確立されたこと  

で，ブドウ栽培を専作としながらビニールハウス  

による施設園芸を取り入れることで周年的にブド  

ウを栽培する農家と．ブドウ栽培を果樹複合経営  

の→要素として取り入れる農家とに2分化して  

いった．   

現在．ブドウ専作またはブドウ栽培を中心とす  

る農家は，経常規模の大きい農家番号1～6と，  

小規模な農家番号16～21である．規模の大きい農  

家の特徴としては，ブドウのハウス栽培面積が大  

きいことや，主に農協出荷が主流であることが挙  

げられる．これら農家はブドウ栽培を主な収入源  

としているため，加温により収穫時期をずらし．  

写頁牒 ワインの発酵槽  

（2（）（〕8了卜6‖2＝桝第三l  

ほとんどを供給しているが，シードル川のリンゴ  

は近隣の農家から購入している．また．リンゴ  

ジュースは，リンゴ栽培農家かられ1二の委託も講  

‡ミミっている．   

E氏が恨道川のブドウの栽培を始めたのは耗農  

した翌年の1998年である．就農前は．大手のワイ  

ンを製造する企業に販売をしていたが，次箪にワ  

インの輸入駄科の増加によって国産のブドウが売  

れなくなった．そこで国やi吊二申請をして始めた  

のが．地I互内の農家による醸造用ブドウ栽培とワ  

インの醸造であった．申請をすることによってワ  

イナリーの建設費1位7，000ガHのうち7，（）0〔）ガIlj  

が国と市の補助金で賄われた．また，地l互内に3  

ha，地区外に3haある醸造用のブドウの圃場に  

対しても遊休荒廃地活用のための補助事業を申請  

した．それによって．垣根方式に仕立てられるブ  

ドウ棚の建設や苗の購入など，果樹園の整備費用  

として市から約2．0（）0力●門が補助された．   

E氏が栽培する醸造用ブドウは50aの圃場で栽  

培されている．かつて，日本の醸道川ブドウとい  

えば，甲州やマスカット・ペリーAといった生食  

用の兼用品種が［トL、であった．それには，ヨーロッ  

パ系ぶどうは気象条件の遠いや痛苦虫などで， 日  

本の風土に適応できなかったためである．しかし  

近年では「カベルネ・ソーヴイニヨン」や「メル  

－41－   



数農家の共同経常により始まったもので，リー  

ダーとなる農家を中心に農地を持ち寄れ・栽培や  

運営を一部協同化している．また，観光農園を営  

む農家（農家番号2）も，地区内や県外の農家と  

の栽培技術に関する積極的な情報交換，あるいは  

Tワイナリーに栄樹の加工作業を一部委託するな  

ど，相互の協力関係があることが明らかとなった．   

以上のように平岡地区の農業経営は，ブドウ栽  

培を中心としながらも，いくつかの特色を有して  

いた．それらは基幹とする農作物やその出荷先，  

複合する果樹，農業経営者の年齢や後継者などに  

その傾向が表れた．そしていずれの農家でも，施  

設榊芸や栄樹複合経常といった∴夫により収樽崎  

期や農作業を周年化あるいは、㌣準化させているこ  

とが明らかとなった．これらは、lそ糊地区の農業据  

常における大きな特徴であると川＝刺ニ，特に農作  

業の平準化は戦後に始まった中野一市における果樹  

園芸が志向してきた一つの傾向でもある．  

作業を周年化させることで経営を安定させている  

ことがわかる．また出荷に関しては，約50年の歴  

史を持つ農協ブドウ部会が平岡地区のブドウ栽培  

の中心をなしており，経営観模の大きい農家の多  

くはこの部会に参加しているため，農協からの系  

統出荷が中心である．また．現在広い面桔を軽骨  

しているため，農業従事者の年齢も比較的若い．  

一九 小規模なブドウ栽培農家では，農業経営者  

の高齢化が目立っており，加温設備を廃止したり，  

栽培面積を縮小する傾向がある．また，ブドウの  

補完としては，比較的取り組みやすい果樹である  

リンゴが探周されている．山方，礎営規模の大き  

いブドウ栽培農家では．サクランボを補完として  

いる農家がみられる．これらの農家は高い経営意  

欲を持っていることに加え，元々ブドウの加温施  

設を多く所有していたため，サクランポの施設栽  

培の導入が進んでい る．   

果樹複合経常をしている農家（農家番号7～  

15）は，ブドウ栽培が農業経常の5割程度を占め  

ている農家（農家番号7，9，11，12．13）とブ  

ドウ以外の栄樹を中心としている農家（農家番号  

8，10，14，15）の2つに分類される．いずれの  

農家も3種頬以上の異なる果樹を複合（農家番号  

13除く）して栽培しており，それぞれ工夫をしな  

がら自らの農業経′削二合った作型を探用してい  

る．よって，農家によって複合する栄樹の組み合  

わせはさまざまである．大まかにそれらを大別す  

ると，庄）ブドウ＋リンゴ，（むブドウ＋モモのどち  

らかを中心に栽培し．その他の栄樹を少量栽培す  

るパターンに分かれる．また，果樹複合経常の農  

家の特徴として，個人商店への出荷が多いことが  

あげられる．こうLた商店は現地調査によると地  

区内に2件あり，背からの付き合いを大きな理由  

として，これらの商店への卸しを継続させている  

農家が多い，   

また．近年の新しい農業経常の動きとしてワイ  

ナリー軽骨や観光農園の立ち上げがあげられる．  

こうした新しい軽骨は．ある特定の個人の取り組  

みに留まらず．複数の農家が関係しながらその道  

営が支えられている． 例えば，Tワイナリーは複  

Ⅵ おわりに  

中野苗は，長野県内ばかりでなく金剛別こみて  

も農業の先進地である．その中でも平岡地因ま，  

果樹経営の核心地としてその地位を確立してき  

た．本稿では平岡地区における果樹園芸の地域的  

特色を，現在における果樹園芸の特色や土地利月二J  

の変遷に注目して明らかにした．   

平岡地区では稲作と養蚕が．1930年代前後まで  

農業の中心であった．しかし，昭和恐慌により養  

蚕業が衰退し，その代替作物としてリンゴが栽培  

されるようになる．そして終戦後，リンゴ需要の  

増加や作付統制の解除により．リンゴの栽培が  

稲作とならんで農業経営の中心となった．しか  

し，1960年代に入り他の果樹との価格競仝が激し  

くなったことにより，リンゴの価格が低迷し始め  

る．そこで，注目されたのが巨峰であった．高度  

経済成長と共にブドウの価格が上昇し．平岡地区  

ではとりわけ水田からブドウ，特に巨峰への転換  

が1970年代を適して大きく進んだ．   

そして，平間地区では加温によるハウス栽培技  
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術の定着が．ブドウ栽培の子㌻頭を決定づける・エ番  

の要因となる，こうLた加温施設の分布は，中心  

集落付近から次節に普及し．1992年には平岡地区  

全体に分布するようになった．この時ブドウに転  

摸された圃場の多くは，価格低迷していていたリ  

ンゴやモモであった．こうしたブドウ栽培の拡大  

を支えたのが．農協ブドウ部会の存在であり．  

元某日荷による販路の安定化であった．   

しかし，2003年頃より重油の値段が急卜拝し．  

農家の経営を圧迫し始めた．その結果，加温によ  

るハウス栽培を止める農家が士朗IIし，現在では加  

温を件1卜しているハウスだけではなく．ハウスの  

ビニールを剥がし骨組みだけになってしまったブ  

ドウの圃場が散在するのが椰認された，こうした  

私油価槽のト井を填けて，よ申牲路性の■轟いサク  

ランボに転換する動きが近年みられる．こうした  

サクランボは，加温設備を才一†かしたハウス栽培が  

大半である．   

以上のような条件の’トー，、H畔地区における農業  

経営は，ブドウ小心型．・栄樹複合軋 小規模ブド  

ウ型の3つに人きく分類された．ブドウ中心型の  

農家では．大半が加温ブドウを採用しておれ収  

稚を周年化することにより，・雨■1いl小心の溌営を  

可能にしていた．こうLた農家の11Iには新ん－一種の  

導入に積極的な者や，規模拡大を志向する者もい  

る．－一プ∴・果樹複合型では．ブドウを基幹とLな  

がら，リンゴやモモ．サクランボなどの観み合わ  

せを，自らの経常に合った作型で托用している．  

こうLた多品目の果樹複合により，作業の平準化  

ヤリスク分散を図っている．以卜の2つの類型に  

おいては．60歳以上の高齢者労働力を基幹としな  

がらも．50歳代の壮年労働力も多く．中には20歳  

代などの若牛後継者を持つ農家もみられた∴一九  

小規模ブドウ型では．高齢労働力を中心としなが  

ら．後継者のいない農家と．後継者が農外耽労に  

従事Lている農家という2つに分化した．60故以  

下の労働力を持つ農家では．露地ブドウに加えて  

加温のハウス栽培を行う傾向にあった．   

咋l甘地区ではこうした農業鮮営に加え．ワイナ  

リーや軸光農園など新しい農業が地域の農業を支  

えている．この新たな経営は，1つの農家による  

単独経営ではなく，複数の農家の相互関係の上に  

成り立っている．こうした農家間の相互関係や協  

剛こよる農業形態は，地域の農業者たちに新たな  

刺激をもたらしている．   

以上のように，平岡地区における農業経営は，  

第2次世界大戦後を契機に栄樹軽骨を発展させ，  

巨峰の導入と共にその地位を確立Lた．こうした  

流れの中で，果樹を複合させて作業の平準化を図  

る農家と，ブドウ栽培に加温ハウスを導入するこ  

とで作業を周年化させる農家の2つに大きく分化  

した．いずれも．元々果樹複合経常を志向してい  

た丹野IIJ■ヴ）農家における特徴的な経営峨瀾であ  

ワ 一定）．   

このような農業撹′削よ，今後重油価格の上界と  

共に新たな変化が予想される．1つは．加温栽培  

に蒐点を置く作型を見直し，抑制栽培（重油使用  

量は通常加温の10分の1）や耐除け栽培の比率を  

高めることが挙げられる．2つ巨＝二．より収絡性  

の高い新品種の導入である．上述したサクランボ  

に加え，種なし「品種のピオーネや皮ごと食すこと  

ができるナガノバープル．前述のシャインマス  

カットなど高付加価値品棟への転換である．平岡  

地I吏では，こうした新品種の導入に積極的であり，  

且つ▲・・，1I二しブドウなどの加工にも力を入れている，  

こうした浦劫では県外の農業生産法人と連携をす  

るなど，柁術の導入に意欲的である．このような  

農業に関する高い意識は．巨峰ヤ加温ハウスを全  

l垂1に先駆けて導入したことに始まり，この地域の  

農業を支えてきた重要な要素である．   

今後は，こうした要素に加え後継者の確保が地  

域の大きな課題となる．平岡地区の農業経営は，  

他の地Lべと比べ比較的安完しており，後継者の多  

い地区である．こうした農業労働力に加え．新し  

い取り組みへの柔軟な姿勢が今後の農業発展に大  

きく寄与するといえる．  
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本稿を作成するにあたり，JA中野園芸販売課の小林軋 久保田兄 上野氏 ■冊子市樫済都農政課の高  

野氏にご協力いただきました．現地調査に際しては，平岡地区の果樹栽培典家の皆様には大変革世話に  

なりました．末筆ながら，以上の皆様に記して厚く感謝を申し上げます．   

本研究を実施するにあたって，平成20年度科学研究費基盤研究（A）「商品化する日本の農相空間に関  

する人文地理学的研究」（代表者：筑波大学生命環境科学研究科教授・閏林 明，課題番号19202027），  

および平成20年度生命環境科学研究科教育研究清動支授軽費「地理空間情糾データベースの構築とクリ  

アリングハウスの設計一学術研究とGIS教育の支援を視野に入れて－」（代表者：筑波大学生命環傾科学  

研究科教授・村山祐司）による研究費の一郎を使川した．  

［注］  

しなの  
1）中野市は1954年に中野町と【‾1野・延徳・平野・高丘・長丘・平岡・科野・倭の8村が合併して誕生した  

2）3月下旬、6月にかけて淡褐色の病斑が発生し．枝幹部を枯らす．  

3）子房が発達しないまま花が脱落L，結実しないこと．花流れともいう．  

4）聞き取り調香によると，温峻化の影響は11傑県や九州地方の一部のブドウ栽培地域でみられ．i二に   

高温障害による発育不良が問題となっている．  
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